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　　所在地：宮城県加美郡加美町
　　栽培品種及び面積：夢あおば　約 2.3ha
　　地域単収との差：387kg/10a
2.　政策統括官賞　原田 芳和
　　所在地：宮崎県えびの市
　　栽培品種及び面積：ミズホチカラ ホシアオバ
　　地域単収との差：330kg/10a　北陸 193 号　合計約 1.0ha
3.　全国農業協同組合中央会会長賞　地﨑 啓
　　所在地：富山県高岡市
　　栽培品種及び面積：やまだわら　約 2.1ha
　　地域単収との差：290kg/10a
4. 　全国農業組合連合会会長賞　新山 実
　　所在地：秋田県横手市
　　栽培品種及び面積：秋田 63 号　約 2.5ha
　　地域単収との差：284kg/10a
5.　協同組合日本飼料工業会会長賞
　　三日市営農組合　組合長　荒木 嗣正
　　所在地：富山県高岡市
　　栽培品種及び面積：やまだわら　約 4.2ha
　　地域単収との差：273kg/10a
6.　日本農業新聞賞　山田　奈々
　　所在地：滋賀県東近江市
　　栽培品種及び面積：北陸 193 号　約 2.4ha
　　地域単収との差：272kg/10a
　取組の特徴：多収品種の北陸 193 号を主食用米品種より早
く定植し，遅く収穫することによって，十分な生育期間を確
保し，未熟粒の発生を抑制。
　飼料用米の低コスト栽培の取組としては，①育苗プールや
疎植栽培による省力化および育苗箱や薬剤の削減，②大豆の
後作等輪作や堆肥の活用による化成肥料の削減などを実施し
ています。他にも，汎用型コンバインでの収穫により，機械
の所有を減らし，償却の低減を図る取組，バラ輸送を行いカ
ントリーエレベーターに持ち込むことで梱包資材費や労働費
を削減する取組も行われています。

平成29年度飼料用米多収日本一の開催
　最後に，29 年度につきましても，引き続きコンテストを開
催し，多収の取組を全国へ紹介しますので，生産者の皆様から
の多数の応募をお待ちしております！　また，普及員の皆様等

におかれましても，地域で技術向上に取り組んでいらっしゃる
生産者の方々に，多収日本一の紹介をお願いいたします。

29年度多収日本一の応募に向けて
　～多収品種の活用のポイント～
　多収品種では，慣行の主食用品種と異なる肥培管理を行うこ
とで，品種本来の多収の性能を引き出すことが可能です。例え
ば，多収品種の中には，主食用米と比較して長い栽培期間を要
する品種があります。そのような品種で多収を目指す場合，適
切な登熟期間を確保できるよう播種・定植を早く，刈取り時期
を遅く行うなどの調整を行うことが効果的です。このような取
組は経営全体の労力分散や立毛乾燥の促進による乾燥費用低減
の観点からも効果的な場合があります。また，多収品種では必
要な施肥量や施肥のタイミング等についても，品種特性にあわ
せて最適化することで更なる多収を期待できます。
　加えて，多収品種には，防除方法にも留意点がありますの
で御注意下さい。例えば，「タカナリ」，「北陸 193 号」，「ミ
ズホチカラ」，「もちだわら」などは，トビイロウンカやセジ
ロウンカの被害に遭いやすい場合がありますので，適切な防
除を行う必要があります。また，「べこごのみ」，「べこあおば」，

「いわいだわら」は温湯消毒を行った場合，出芽阻害が起きや
すいことから，化学合成農薬による種子消毒が必要となるな
どの留意点があります。更に「タカナリ」，「オオナリ」，「モ
ミロマン」，「ミズホチカラ」などの品種はベンゾビシクロン
系等の一部の除草剤に対して，通常使用量でも強い薬害が発
生する場合があるため，使用を控える必要があります。
　このように，多収品種による多収栽培には，栽培する品種
と地域の特性に応じて慣行と異なる肥培管理が必要となる場
合がありますので，必要に応じて現地の普及指導機関等に御
相談下さい。また，飼料用米生産コスト低減マニュアル（農
林水産省），飼料用米の生産・給与技術マニュアル（農研機構）
等も参考にしていただき，飼料用米多収日本一に向けた取組
を行って頂きたいと思います。

【参考】
飼料用米生産コスト低減マニュアル

（http://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/siryouqa.html）
飼料用米の生産・給与技術マニュアル

（http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pub2016_or_later/
pamphlet/tech-pamph/074988.html）
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平成 28年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤

試験成績検討会は､ 平成 28 年 12 月 20 日 ( 火 ) 〜 21

日 ( 水 ) に浅草ビューホテルにおいて開催された。

この検討会には、試験場関係者 48 名、委託関係者

43名ほか、計 119 名の参集を得て、除草剤 27薬剤 (229

点 )、生育調節剤 5薬剤 (14 点 ) について、試験成績の

報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については、次の判定表

に示す通りである。

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AC-263 液 

イマザモックスアンモニウム

塩:0.85% 

 

 

[BASFジャパン]   

サヤイン

ゲン 

サヤインゲン出芽直前､雑草発生始期

(北海道:3年目) 

実 実) 

[春夏作､露地;一年生広葉雑草] 

・サヤインゲン出芽直前～出芽期､雑草発生

始期～揃期 

・全面茎葉兼土壌処理 

・200～300mL<100L>/10a 

サヤインゲン出芽期､雑草発生始期～

揃期(北海道:3年目) 

2.AK-01 液 

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41% 

 

 

[TAC普及会]   

継・実 理処間畦 ギネ

(従来

どお

り)

実) 

[春夏作;一年生雑草] 

・耕起または定植7日以前､ 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・250～500mL<25～50L>/10a 

 

継) 

・500mL<25L>での効果､薬害の確認 

(耕起または定植前) 

・処理時期と薬害について 

(耕起または定植前) 

・畦間処理での効果､薬害の確認｡ 

倍量薬害(畦間処理) 

3.ANK-553(改) 乳 

ペンディメタリン:30.0% 

 

 

[BASFジャパン]  

ショウガ 植付後萌芽前､雑草発生前 

(全域:3年目) 

実 実) 

[春夏作､露地;一年生雑草(キク科､ツユクサ

を除く)] 

・植付後萌芽前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・200～400mL<100L>/10a 

6.NC-360 フロアブル 

キザロホップエチル:7.0% 

 

 

[日産化学工業]  

ゴボウ イネ科雑草3～6葉期 継 継) 

・効果､薬害の確認 

イネ科雑草6～8葉期 

倍量薬害 

     

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

7.NC-622 液 

グリホサートカリウム塩:48% 

 

 

[日産化学工業]  

キャベツ 低水量拡大(耕起または定植前5日) 実・継 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植35日以前､雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・ 全面茎葉処理 

・ 200～500mL<5～6L､25～100L>/10a(散布水

量5～6L､25～50L/10aは専用ノズル使用) 

 

継) 

・散布水量5～6L/10a処理での年次変動の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

継・実 )日5前植定はたま起耕(大拡量水低 スタレ 

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植3日以前､ 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

ンレウホ  

ソウ 

低水量拡大(耕起または播種前) 実・継

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または播種前､・雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

ラパスア  

ガス 

畦間処理(スギナ) 実・継

(従来

どお

り)

実) [春夏作;スギナ] 

・ 生育期 スギナ生育期 

・畦間茎葉処理 

・1500～2000mL <25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

注) 

・スギナの草丈30cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する｡ 

 

継) 

・1500mL<25L>/10a処理でのスギナに対する

効果､薬害の確認(北海道) 

継・実 )日5前植定はたま起耕(大拡量水低 ギネ 

 

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植35日以前､ 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<5～6L､25～100L>/10a 

(散布水量5～6L､25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・散布水量5～6L/10a処理での年次変動の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

継・実 )前種播はたま起耕(大拡量水低 ンジンニ  

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または播種前 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・砂土での薬害について 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

7.NC-622 液 

グリホサートカリウム塩:48% 

 

 

[日産化学工業]  

キャベツ 低水量拡大(耕起または定植前5日) 実・継 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植35日以前､雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・ 全面茎葉処理 

・ 200～500mL<5～6L､25～100L>/10a(散布水

量5～6L､25～50L/10aは専用ノズル使用) 

 

継) 

・散布水量5～6L/10a処理での年次変動の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

継・実 )日5前植定はたま起耕(大拡量水低 スタレ 

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植3日以前､ 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

ンレウホ  

ソウ 

低水量拡大(耕起または播種前) 実・継

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または播種前､・雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

ラパスア  

ガス 

畦間処理(スギナ) 実・継

(従来

どお

り)

実) [春夏作;スギナ] 

・ 生育期 スギナ生育期 

・畦間茎葉処理 

・1500～2000mL <25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

注) 

・スギナの草丈30cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する｡ 

 

継) 

・1500mL<25L>/10a処理でのスギナに対する

効果､薬害の確認(北海道) 

継・実 )日5前植定はたま起耕(大拡量水低 ギネ 

 

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または定植35日以前､ 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<5～6L､25～100L>/10a 

(散布水量5～6L､25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・散布水量5～6L/10a処理での年次変動の確認 

倍量薬害(定植5日前) 

継・実 )前種播はたま起耕(大拡量水低 ンジンニ  

(従来

どお

り)

実)[春夏作;一年生雑草] 

・ 耕起または播種前 雑草生育期 

(草丈30cm以下) 

・全面茎葉処理 

・200～500mL<25～100L>/10a 

(25～50Lは専用ノズル使用) 

 

継) 

・砂土での薬害について 

・水量5～6L/10aでの効果､薬害の確認 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

8.NH-009 液 

グルホシネート:18.5% 

 

 

[日本農薬]   

キャベツ 耕起または定植前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 ギネ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 キュウリ 耕起または定植前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 トマト 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

9.NK-1101 水和 

S-メトラクロール:24.8% 

プロメトリン:26.6% 

 

 

[日本化薬]   

ヤマノイ

モ 

萌芽後畦間処理(北海道;初年目) 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・植付後萌芽前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・225～300g<100L>/10a 

 

継) 

・畦間処理での効果､薬害の確認(萌芽後処理) 

  害薬量倍 ギネマタ

従来ど

おり

実) 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・定植後､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・150～225g<70～100L>/10a 

10.NP-55 乳 

セトキシジム:20% 

 

 

[日本曹達]   

キャベツ イネ科雑草6～8葉期拡大(北海道) 実・継

(従来

どお

り)

 

実) 

[春夏作､露地;一年生イネ科雑草 

(スズメノカタビラを除く)] 

・キャベツ生育期､イネ科雑草3～5葉期 

・全面茎葉処理 

・150～200mL<100～150L>/10a 

 

継) 

・イネ科雑草6～8葉期処理での効果､薬害の確認

ダイコン イネ科雑草6～8葉期拡大(北海道) 実・継

(従来

どお

り)

 

実) 

[春夏作､露地;一年生イネ科雑草 

(スズメノカタビラを除く)] 

・ダイコン生育期､雑草3～5葉期､ 

・全面茎葉処理 

・150～200mL<100～150L>/10a 

 

継) 

・イネ科雑草6～8葉期処理での効果､薬害の確認

11.S-482 顆粒水和 

フルミオキサジン:50% 

 

 

[住友化学] 

 

実エンド

ウ 

播種後出芽前(東北以南) 継 継) 

・効果､薬害の確認 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

12.SCC-010 液 

グルホシネート:18.5% 

 

 

[日本アグロサービス]  

キャベツ 耕起または定植前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 イサクハ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

タレ球結  

ス 

耕起または定植前処理 継 継) 

・効果､薬害の確認 畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンレウホ  

ソウ 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(播種直前) 

 )継 継 前植定はたま起耕 ギネ 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 リウュキ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 トマト  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 スナ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 ンマーピ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンエヤサ  

ドウ 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(播種直前) 

耕起または定植前 

倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンイヤサ  

ゲン 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 耕起または定植前 

畦間処理 

 )継 継 前種播はたま起耕 ンコイダ 

・効果､薬害の確認 畦間処理 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

12.SCC-010 液 

グルホシネート:18.5% 

 

 

[日本アグロサービス]  

キャベツ 耕起または定植前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 イサクハ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

タレ球結  

ス 

耕起または定植前処理 継 継) 

・効果､薬害の確認 畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンレウホ  

ソウ 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(播種直前) 

 )継 継 前植定はたま起耕 ギネ 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 リウュキ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 トマト  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 スナ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

 )継 継 前植定はたま起耕 ンマーピ  

・効果､薬害の確認 倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンエヤサ  

ドウ 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 倍量薬害(播種直前) 

耕起または定植前 

倍量薬害(定植直前) 

畦間処理 

倍量薬害(畦間処理) 

ンイヤサ  

ゲン 

耕起または播種前 継 継) 

・効果､薬害の確認 耕起または定植前 

畦間処理 

 )継 継 前種播はたま起耕 ンコイダ 

・効果､薬害の確認 畦間処理 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

13.SL-122 顆粒水和 

フルアジホップ-P:7% 

リニュロン:30% 

 

 

[石原産業, 

*石原バイオサイエンス]  

ニンジン 播種後出芽前､雑草発生前(北海道:3年目) 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・播種後出芽前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・200～250g<100L>/10a 

 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・ 生育期(1～2葉期)､ 雑草生育期 

(草丈20cm以下) 

・全面茎葉兼土壌処理 

・200～250g<100L>/10a 

 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・ 生育期(3～5葉期)､ 雑草生育期 

(草丈20cm以下) 

・全面茎葉兼土壌処理 

・170～250g<100L>/10a 

 

注) 

・ニンジン生育期の処理では褐変､葉枯れを

生じる場合がある 

 

継) 

・ニンジン出芽揃期処理での効果の確認 

・生育期処理での薬害の確認 

14.リニュロン 水和 

リニュロン:50.0% 

 

 

[TKI社]  

アスパラ

ガス 

立茎期､畦間株間散布 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[グリーン成園､露地普通;一年生雑草全般]

・萌芽前または(収穫打ち切り後)生育期､ 

雑草発生前～始期 

・150～200g/10a 

・土壌処理 

 

継) 

・養成畑について 

・効果､薬害の確認(畦間処理､萌芽始期処理)

倍量薬害(萌芽始期および立茎期) 

 

 

 

B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.AK-01 液 

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41% 

 

 

[TAC普及会]   

ツバキ・ 

サザンカ 

一年生雑草 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[ツツジ・サツキ;一年生雑草] 

・生育期､雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・250～500mL<50～100L>/10a 

 

注) 

・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する 

 

継) 

・ツバキ・サザンカでの効果､薬害の確認 

倍量薬害 

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

13.SL-122 顆粒水和 

フルアジホップ-P:7% 

リニュロン:30% 

 

 

[石原産業, 

*石原バイオサイエンス]  

ニンジン 播種後出芽前､雑草発生前(北海道:3年目) 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・播種後出芽前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・200～250g<100L>/10a 

 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・ 生育期(1～2葉期)､ 雑草生育期 

(草丈20cm以下) 

・全面茎葉兼土壌処理 

・200～250g<100L>/10a 

 

[春夏作､露地;一年生雑草] 

・ 生育期(3～5葉期)､ 雑草生育期 

(草丈20cm以下) 

・全面茎葉兼土壌処理 

・170～250g<100L>/10a 

 

注) 

・ニンジン生育期の処理では褐変､葉枯れを

生じる場合がある 

 

継) 

・ニンジン出芽揃期処理での効果の確認 

・生育期処理での薬害の確認 

14.リニュロン 水和 

リニュロン:50.0% 

 

 

[TKI社]  

アスパラ

ガス 

立茎期､畦間株間散布 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[グリーン成園､露地普通;一年生雑草全般]

・萌芽前または(収穫打ち切り後)生育期､ 

雑草発生前～始期 

・150～200g/10a 

・土壌処理 

 

継) 

・養成畑について 

・効果､薬害の確認(畦間処理､萌芽始期処理)

倍量薬害(萌芽始期および立茎期) 

 

 

 

B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.AK-01 液 

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41% 

 

 

[TAC普及会]   

ツバキ・ 

サザンカ 

一年生雑草 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[ツツジ・サツキ;一年生雑草] 

・生育期､雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・250～500mL<50～100L>/10a 

 

注) 

・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する 

 

継) 

・ツバキ・サザンカでの効果､薬害の確認 

倍量薬害 

B. 花き関係 除草剤
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B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

2.ANK-553(改) 乳 

ペンディメタリン:30.0% 

 

 

[BASFジャパン]  

キク 定植後､雑草発生前(全域:4年目) 実 実) 

[春夏作;一年生雑草(キク科､ツユクサを除く)]

・定植前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・300～400mL<70～150L>/10a 

 

[春夏作;一年生雑草(キク科､ツユクサを除く)]

・定植後､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・200～400mL<70～150L>/10a 

3.GG-152 微粒 

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:3% 

フルミオキサジン:0.1% 

 

 

[保土谷アグロテック]  

 )実 実 草雑生年一 アリベア

[ツツジ・サツキ､ツバキ・サザンカ､アベリア;

一年生雑草] 

・生育期 雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・10～20kg/10a 

注) 

・雑草の草丈30cm以下で散布する 

・作物に飛散しないように散布する 

・薬剤が付着しやすいように雑草の茎葉が 

湿った状態で使用する 

4.GG-180 粒 

シアナジン:1.0% 

DBN:0.5% 

 

 

[保土谷アグロテック]  

ツバキ・ 

サザンカ 

一年生雑草､多年生広葉雑草 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[ツツジ・サツキ､ツバキ・サザンカ;一年生雑草]

・生育期､雑草生育期(草丈10cm以下) 

・土壌処理 

・20～40kg/10a 

注) 

・樹幹､枝葉にかからないように散布する 

 

継) 

・スギナに対する効果の確認(ツツジ・サツキ)

・連年処理した場合の薬害の確認 

・多年生広葉雑草に対する効果の確認 

5.MBH-163 乳 

ペラルゴン酸:2.8% 

 

 

[丸和バイオケミカル]  

サツキ 一年生雑草､多年生雑草 継 継) 

・効果､薬害の確認 

アベリア 一年生雑草､多年生雑草 

サクラ 一年生雑草､多年生雑草 

6.MBH-164 乳 

ペラルゴン酸:28% 

 

 

[丸和バイオケミカル]  

サツキ 一年生雑草､多年生雑草 継 継) 

・効果､薬害の確認 

アベリア 一年生雑草､多年生雑草 

サクラ 一年生雑草､多年生雑草 

     

B. 花き関係 除草剤
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B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

2.ANK-553(改) 乳 

ペンディメタリン:30.0% 

 

 

[BASFジャパン]  

キク 定植後､雑草発生前(全域:4年目) 実 実) 

[春夏作;一年生雑草(キク科､ツユクサを除く)]

・定植前､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・300～400mL<70～150L>/10a 

 

[春夏作;一年生雑草(キク科､ツユクサを除く)]

・定植後､雑草発生前 

・全面土壌処理 

・200～400mL<70～150L>/10a 

3.GG-152 微粒 

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:3% 

フルミオキサジン:0.1% 

 

 

[保土谷アグロテック]  

 )実 実 草雑生年一 アリベア

[ツツジ・サツキ､ツバキ・サザンカ､アベリア;

一年生雑草] 

・生育期 雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・10～20kg/10a 

注) 

・雑草の草丈30cm以下で散布する 

・作物に飛散しないように散布する 

・薬剤が付着しやすいように雑草の茎葉が 

湿った状態で使用する 

4.GG-180 粒 

シアナジン:1.0% 

DBN:0.5% 

 

 

[保土谷アグロテック]  

ツバキ・ 

サザンカ 

一年生雑草､多年生広葉雑草 実・継

(従来

どお

り)

実) 

[ツツジ・サツキ､ツバキ・サザンカ;一年生雑草]

・生育期､雑草生育期(草丈10cm以下) 

・土壌処理 

・20～40kg/10a 

注) 

・樹幹､枝葉にかからないように散布する 

 

継) 

・スギナに対する効果の確認(ツツジ・サツキ)

・連年処理した場合の薬害の確認 

・多年生広葉雑草に対する効果の確認 

5.MBH-163 乳 

ペラルゴン酸:2.8% 

 

 

[丸和バイオケミカル]  

サツキ 一年生雑草､多年生雑草 継 継) 

・効果､薬害の確認 

アベリア 一年生雑草､多年生雑草 

サクラ 一年生雑草､多年生雑草 

6.MBH-164 乳 

ペラルゴン酸:28% 

 

 

[丸和バイオケミカル]  

サツキ 一年生雑草､多年生雑草 継 継) 

・効果､薬害の確認 

アベリア 一年生雑草､多年生雑草 

サクラ 一年生雑草､多年生雑草 

     

B. 花き関係 除草剤
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B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

7.NC-628 液 

グリホサートカリウム塩:0.96% 

 

 

[日産化学工業]  

ツツジ・ 

サツキ 

一年生雑草､多年生雑草 実・継 実) 

[ツツジ・サツキ;一年生雑草､多年生広葉雑草]

・生育期､雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・15～30mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 

 

[ツツジ・サツキ;スギナ] 

・生育期､雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・75～90mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 

 

注) 

・専用ボトルを使用する 

・雑草草丈30cm以下で使用する 

・作物に飛散しないように散布する 

 

継) 

・多年生イネ科に対する除草効果､薬害の確認

 

スギナ 

8.NC-636 液 

グリホサートカリウム塩:0.96% 

ペラルゴン酸:2% 

 

 

[日産化学工業]  

ツツジ・ 

サツキ 

一年生雑草､多年生雑草 実・継 実) 
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注) 
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・雑草草丈30cm以下で使用する 

・作物に飛散しないように散布する 

 

継) 

・多年生イネ科に対する除草効果､薬害の確認

 

スギナ 
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[日本アグロサービス]  

ツツジ・ 

サツキ 

 )実 実 草雑生年一

[ツツジ・サツキ､ツバキ・サザンカ､ベニカナ

メモチ;一年生雑草] 

・生育期､雑草生育期 

・雑草茎葉処理 

・300～500mL<100～150L>/10a 

 

注) 

・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する 

ツバキ・ 

サザンカ 

一年生雑草 

ベニカナ

メモチ 

一年生雑草 
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B.花き関係 除草剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

 )実 実 理処間畦 クキ きづつ 液 010-CCS.01

[春夏作(花き);一年生雑草] 

・生育期､雑草生育期 

・畦間茎葉処理 

・300～500mL<100～150L>/10a 

 

注) 

・雑草の草丈20cm以下で散布する｡ 

・作物に飛散しないように散布する 

 

・試験された花き;キク､トルコギキョウ､ヒマ

ワリ､ユリ､リンドウ 

トルコ 

ギキョウ 

畦間処理 

ヒマワリ 畦間処理 

ユリ 畦間処理 

リンドウ 畦間処理 

 

 

C.野菜関係 生育調節剤     

薬 剤 名 

有効成分および含有率(%) 

[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.AF-3 錠 

1-メチルシクロプロペン:0.63% 

 

[千葉県農林総合研究センター]  

メロン 収穫後くん蒸処理による果実の貯蔵

性向上効果の確認 

実・継 実) 

[貯蔵性向上] 

・収穫当日 

・1000ppb(1錠(1.25g)/3.5㎥)  

・製剤から発生する気体に密封条件で16～24

時間暴露 

 

継) 

・収穫2日後処理での効果､薬害の確認 

2.AF-3 錠 

1-メチルシクロプロペン:0.63% 

 

[神奈川県農業技術センター]  

メロン 収穫後くん蒸処理による果実の貯蔵

性向上効果の確認 

3.AF-3 錠 

1-メチルシクロプロペン:0.63% 

 

[静岡県農業試験場]  

メロン 収穫後くん蒸処理による果実の貯蔵

性向上効果の確認 

4.S-327D 液 

ウニコナゾールP:0.025% 

 

 

[住友化学]   

トマト 育苗期の伸長抑制(子葉展開期) 継 継) 

・効果､薬害の確認 

トマト 育苗期の伸長抑制(本葉2葉期) 
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薬剤名 

有効成分および含有率(%) 
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[アグロフレッシュ・ジャパン] 

ラン 流通中の劣化防止 継 継) 

・効果､薬害の確認 

2.エテホン 液 

2-クロロエチルホスホン酸:10.0% 

 

[長野県野菜花き試験場]  

シクラメ

ン 

シクラメンの開花時期調節 継 継) 

・効果､薬害の確認 

3.ダミノジッド顆粒水溶 

ダミノジッド:80% 

 

[日本曹達]   

シクラメ

ン 

花梗､葉柄の伸長抑制 継 継) 

・効果､薬害の確認 

ハイドラ

ンジア 

育苗期の側枝の伸長抑制 -  
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